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【レポート】 

 邑南町役場ではオルグなどで、昼休憩のあり方について度々意見が出ていました。職員の昼休憩に対する満足

度が高くはないと推察されるなか、青年部の職員で職場環境の悩みを交換するなかでも昼休憩を十分にとれてい

ないことを課題とする声があがりました。こうした現状を踏まえ、邑南町職員連合労働組合青年部では昼休憩の

あり方をテーマに調査を行いましたので、その活動内容を報告します。 

 

皆が働きやすい職場をめざして 
―

 あなたの昼休憩はどれくらい？ 

― 

 

島根県本部／邑南町職員連合労働組合・青年部 

 

  1. はじめに 
 

 労働基準法では「使用者は、労働時間が６時

間を超え、８時間以下の場合は少なくとも45分、

８時間を超える場合は、少なくとも１時間の休

憩時間を労働時間の途中に与えなければならな

い」と定められています。邑南町においても、

規則で「職員の休憩時間は午後零時から午後１

時までとする。」と規定されています。しかし、

実際には昼休憩中の来庁者や、問い合わせの電

話対応など、業務を行わなければならない場面

が少なからずあります。休憩時間は、労働者が

権利として労働から離れることが保障される時間です。本来であれば窓口や電話対応などは勤務時間と

みなされ、別途休憩時間を設けなければなりませんが、実際には１時間しっかりと休憩をとることが出

来ない職員がいるように見られます。 

 青年部内で話し合う中でも、「来庁者の対応で休憩時間が終わってしまった」「急遽現場に赴くこと

があり昼休憩を十分に取ることができなかった」「そういった際に、代わりに休憩を取ることができれ

ばよいのに」といった声がありました。そこで、青年部でこうした状況の改善策を当局に提案すること

として、活動に取り組みましたので、その活動内容を報告します。 

 

  2. 青年部による昼休みに関するアンケート 
 

 まず、邑南町役場の昼休憩の状況を把握するために、「昼休みの調査に関するアンケート」を実施し

ました。結果については以下のとおりです。 

〇「昼休みの調査に関するアンケート」 

 実施対象者：組合員182人  回答数：150件（82％） 

 実施期間 ：2022年５月６日から2022年５月18日  実施方法：書面 
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【問】あなた自身は昼休憩をどれくらい取れていますか？（業務別の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問いについて、全体では１時間休憩できていると答えた職員は約半数であり、法律や規則どおり

に全職員が平等に休憩時間の利用ができていない状況が明らかになりました。業務別で見ると、事務作

業、現場対応を主な業務とする職員では、１時間休めていない職員が約半数にのぼり、さらに、窓口対

応の職員では６割近くが１時間休めていません。また、窓口対応の中でも、休憩時間が30分を下回ると

回答した職員は３割を超えています。このことから、業務によって休憩時間に差ができてしまっている

ことが読み取れ、窓口対応については突発的に発生する来客対応が負担になっていることが推測されま

す。 

 

【問】所属課（支所）でのあなた以外の職員の昼休憩の状況はどうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問いについて、職員全体でみると３割以上の職員が「一部休めていない」と回答しています。窓

口対応や現場対応を主とする業務においては、半数以上の職員が課の「一部が休めていない」という認

識を持っていることが分かります。一方で、他の業務と比べて窓口対応業務において「交代制、振替な

どで１時間休んでいる」と回答する割合が高くなっており、一部の職員が休めていないという認識から

か、交代制の運用を始めている課があると推測できます。 
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【問】昼休みが十分にとれていない理由はなんですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問いは、昼休みが十分に取れていないと回答した職員にその理由を聞いたものです。業務（窓

口・電話対応）をしているため、昼の間に仕事をしないと終わらないためと回答した職員がそれぞれ３

割程度おり、合わせて６割の職員が業務のために昼休憩が確保できていないことが分かります。また、

それ以外の理由として、仕事はしていないけれど自席の位置や課の雰囲気といった職場の環境面で休憩

できていないとする回答がありました。 

 その他の問いでは、１割程度の職員はそもそも昼休憩をとる必要はないと考えていることも分かりま

した。また、昼休憩中の業務について指示を受けているかという問いには、９割の職員は所属長からの

指示を受けていないと回答しています。昼休憩の勤務は当たり前となっており、問題意識はあっても改

善までは至らない職場環境の状況がうかがえます。 

 
  3. アンケートから感じたこと 
 

 アンケートの実施により邑南町の職員

が昼休みの現状をどのように感じている

のかを確認することができました。法律

や規則で１時間の休憩をとるよう定めて

いても、実際に１時間休めていると回答

できる職員は半数程度でした。窓口対応

を主とする業務の場合、休憩時間が30分

も取れないこともある一方で、職員に

よっては昼休憩中、電話などが少ないた

め、業務がはかどるなどの意見もあり、

職員の求める昼休憩のあり方は様々であることがわかりました。しかし、アンケート結果から課内で一

部の職員が休めていないという認識はあっても、改善がなかなかできない状況が窺えます。昼休憩は、

使用者が労働者に対して労働時間の途中に与える法律上の義務を負っているものであり、その休憩時間

が確保されていないという現状の改善に向けて取り組む必要があると感じました。 

 アンケートには現状の改善策を記入してもらう自由記述欄を設けました。その中で「時間差や交代で

休憩できる体制」や「自席とは別に休憩できる場所があればよい」といった意見が多く見受けられまし

た。また、「職場間のコミュニケーション」や「上司が率先して昼休憩を取ることで見本となるように

してくれれば」という意見もありました。新規採用職員の中には、窓口など来庁された方々から見える

場所でお昼を食べることは抵抗があり、初めて見たときはびっくりしたという話もありました。
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  4. 私たち青年部の取り組み 
 

 アンケートの結果をもとに、私たち青年部はこうした状況を改善するためにできることはないかを考

えました。昼休憩は法律上、規則上において確保されている、職員が健全に業務を行うために必要な時

間です。実際に、邑南町の職員の多くが昼休憩を１時間とりたいと答えています。 

 そうした中で私たちは昼休憩を十分にとるために実現可能な対応は何があるかを話し合いました。話

し合いの中で出た意見は「休憩時間帯の窓口・電話対応の中止」、「現在の規則を変える（休憩時間、

代休）」、「時差休憩の徹底」、「休憩場所の確保」などです。 

 アンケートでも、十分な休憩を取るために時差休憩を推奨する声も多くあり、その休憩場所として自

席ではなく、窓口や電話対応をしなくても良いような場所に確保した方がよいという意見もあったこと

から、私たちは「時差休憩の徹底」、「休憩場所の確保」の２点が重要と考えました。時差休憩は一部

の部署で現在も行っており成果も出ていますが、複数の部署が同時に時差休憩を行おうとすると、休憩

場所が足りなくなるという懸念もあるため、まずは「休憩場所の確保」に向けて取り組みを行いました。 

 アンケート結果やオンラインオルグの結果から「2022賃金確定闘争」で独自要求として、青年部員も

交渉に参加し、「休憩場所の確保」について当局に訴えました。 

 
 

【2022賃金・労働条件改善に関する要求書（抜粋） 2022年10月26日】 

18. メンタルヘルス対策 

 (１) メンタルヘルス不調の早期発見や未然防止にとどまらず、各種相談窓口の充実や職場復帰支援プログ

ラム、過重労働対策やハラスメント対策など、当事者だけではなく周囲の対応を含め、総合的なメンタ

ルヘルス対策を講じること。 

 (２) 昼休憩等に休める休憩室を整備するなど、職員がリラックスできる空間を確保すること。
 

 

 

 

 当局も職員が昼休憩に１時間休憩が十分にとれていないという現状の課題と、時差休憩ができる体制

確保のために休憩場所を増やす必要性を認識していたことから、交渉の結果、役場本庁の２箇所を午前

11時30分から午後１時30分の間は職員の休憩するスペースとして確保することになりました。 

 
 

【確認書（抜粋） 2022年11月10日】 

8. 職員の休憩スペースを確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※確保された休憩スペース 
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  5. 休憩スペースの活用 
 

 交渉の結果、２か所の休憩スペースは確保されましたが、実際にどのように活用されているか調査を

実施しました。 

〇「昼休みの調査に関するアンケート」 

 実施対象者：組合員182人  回答数：90件（49％） 

 実施期間 ：2023年９月14日から2023年９月29日  実施方法：オンラインアンケート 

 

【問】休憩スペースが確保されたことを知っていますか？ 

【問】実際に休憩スペースを使用したことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休憩スペースが確保されたことを知る職員は７割程度、実際に休憩スペースを利用したことがある職

員は全体の１割程度という結果になりました。休憩スペースがあることを知っていても、利用率は少な

い状況が分かります。実際に利用した職員の意見としては、「人目を気にすることなくしっかり休むこ

とができた」とある一方、「会議室として利用されていると、くつろぎにくかった」という休憩する側

の声もあれば、「休憩中の人の横で会議等をするのは気が引ける」といった意見もあり、休憩スペース

と会議室の併用による影響があることも確認できました。休憩室単体としての確保、そして時差・交代

制での休憩が徹底されれば利用率も増加するのではないかと思われます。 

 

【問】あなたは現在の昼休憩の取り方に満足していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昼休みの現状に満足している職員は一定数おり、３割が満足していないという結果となりました。満

足していると回答した職員は、「自由に過ごせている」「交代で休みが取れている」といった理由によ
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るものでした。しかし、満足していないと回答する職員は、「電話・窓口対応する職員が固定化されて

しまっている」「自席での食事がストレス」という意見をもっており、昼休憩の改善に向けた取り組み

の必要性は変わっていません。 

 また、今後の昼休みに求めることとして自由回答欄を設けましたが、一番多かったのは「交代制の導

入」を求める意見でした。また、会議室との併用について意見があったように「休憩室単体としての確

保」を求める声もありました。また、今回の休憩スペースの確保は本庁に限った話であったので、「支

所など、本庁以外での休憩スペースの確保」を求める意見もありました。 

 
  6. まとめ 
 

 今回、昼休憩改善に向けた取り組みの中で感

じたことは、恒常的になりつつある職場環境に

目を向ける重要性です。17時15分以降に残業し

ている職員は多くの業務を行い疲弊しているは

ずで、時間外勤務時間は職場環境を把握する一

つの目安です。しかし、１時間の昼休憩を取得

できているかどうかも同様に職場環境を把握す

る指標となり得ます。今回の取り組みは、時間

外勤務だけでなく、昼休憩の重要性について改

めて考えてもらうきっかけになったと感じてい

ます。 

 今後の取り組みとしては、休憩スペースが確保されたことで、「時差休憩の徹底」等により利用して

もらえる環境を整備していく必要があります。時差休憩の導入にあたって、ただ各課にまかせるのでは

なく、それぞれの職場環境に沿った休憩方法を提案できる形をめざしていきたいと思っています。 

 また、職員目線による職場環境の改善だけではなく、住民目線からの取り組みも昼休憩の負担軽減に

つながると考えます。電子申請やＡＩによるチャットボットの導入等、来庁せずとも手続きや問い合わ

せができるような仕組みづくりは昼休憩中の業務時間の短縮を可能とします。また、他の自治体ではコ

ンビニエンスストアや郵便局での証明書発行を可能とするところもあり、来庁が必須であった手続きが

そうではなくなりつつあります。このような住民サービスの向上に取り組むことにより、住民の方は自

身の空いている時間に用事を済ますことができ、一方、その分職員に時間的余裕が生まれることにもな

ります。より一層、住民に寄り添った職員として、又労働組合としての在り方を考えながら、これから

も職場環境の改善と住民の利便性の向上が一体的にすすむよう、庁舎の雰囲気が明るくなる取り組みを

模索し提案し続けていきたいと思います。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


